
 

 
 
 

 
 

2012 年 3月 23日 
 
 

～ 小児がんへの理解と支援の願いを込めて、みんなで歩こう！！ ～  
 

「ゴールドリボンウオーキング  2012」に特別協賛 
 

 

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社、日本における代表者・社長：外池 徹）は、「小

児がん」に関する啓発活動の一環として、4月 21 日（土）に日比谷公園で開催される「ゴールドリボ

ンウオーキング 2012」（主催：ゴールドリボンウオーキング実行委員会）に特別協賛します。 
 
「ゴールドリボンウオーキング」は、一人でも多くの方に小児がんの現状を知っていただき、小児

がんに対する正しい知識と理解の普及および支援体制の確立を目指して開催されるウオーキングイベ

ントで、今年で 5 回目を迎えます。 
当日は、日比谷公園を起点に皇居や丸の内、有楽町周辺約 5km をウオーキングしながら、小児がん

への啓発を呼びかけます。ウオーキングでは、地図に示されたヒントを元に、宝探しをしながら歩く

「謎解きウオーク」を実施するほか、日比谷公園の会場内では、小児がんの子どもたちが 1 年後の自

分へのメッセージを作成する「2013年の僕へ、私へ タイムカプセル」などの各種イベントも開催します。 
 
なお、本ウオーキングイベントの参加費、グッズ販売およびチャリティーの全額は、小児がん支援

団体である「NPO法人ゴールドリボン・ネットワーク」に寄贈されます。 
 

■ ゴールドリボンウオーキング 2012 概要  
 
【開催日】 2012 年 4月 21日（土）＜雨天決行＞ 
【 時 間 】 9：00～14：00（予定） 
【 場 所 】 日比谷公園（東京都千代田区） 
【 主 催 】 ゴールドリボンウオーキング実行委員会 
【参加費】 一般 1,200 円（当日 1,500 円）／ 小中学生 500 円（当日 800 円） 
【参加見込】 3,000 人  
【申込方法】 インターネット、FAX、電話 
 ※公式サイト（http://www.gold-ribbon.jp/）で詳細を確認のうえ、お申し込みください。  
【イベント内容】 

（1）ウオーキング： 「謎解きウオーク」で宝探しをしながら約 5km を散策 
（2）会場内イベント：・2013 年の僕へ、私へ タイムカプセル 

 ・より子さんによるライブステージ など（詳細は別紙参照） 
 

＜イベント内容についてのお問い合わせ先＞ 
スポーツエントリー内ゴールドリボンウオーキング係 
フリーコール：0120-711-951（平日 10：00～17：30） 
※ IP 電話、PHS、公衆電話からはつながりません  

 
 
 

 

 



 

 別 紙  

■ 「小児がん」について  

「小児がん」は日本での子どもの病死原因の 1 位※にもかかわらず、大人のがんと比べると患者

数が少なく、治療方法や薬の研究開発が進んでいないのが現状です。 
その治癒率は 7割近くにまで向上してきたとはいえ、再発した場合の治癒率は依然 2 割以下とな

っており、毎年、多くの尊い命が失われています。 
また、現在がんと闘っている子どもは 16,000 人近くいるといわれており、治療を終えた後でも合

併症に苦しんだり、就学や就労問題など周囲の理解が得られないことで、辛い経験を余儀なくさ

れるケースも少なくありません。 

こうした現状に対し、アフラックでは小児がんに対する理解者を少しでも増やすことで、一人で

も多くの小児がんと闘う子どもたちへの支援を行っていきたいと考えています。 
※出典：厚生労働省「平成21年人口動態統計月報年計（概数）の概況」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ イベントスケジュール  

 9：00 ウオーキング受付開始・開会式／会場内での各種イベント開始 

 10：30 ウオーキングスタート 

 14：00 全イベント終了 

 

■ 会場内イベント  

① 2013年の僕へ、私へ  タイムカプセル（※）  

② シンガーソングライターより子さんによるライブステージ  

③ クラウンじっきぃさんによるパフォーマンス 

④ 明治学院大学応援団チアリーダーによるパフォーマンス 

⑤ フェイスペイントコーナー 

⑥ 小児がんの子どもたちへのメッセージコーナー 

⑦ 小児がんの子どもたちによる作品展  など 

 

※「2013年の僕へ、私へ タイムカプセル」 

小児がんの子どもたちが、1 年後の自分に向けたメッセージや絵を作成するイベント。作品はタイム

カプセルで保管し、来年（2013 年）のウオーキング会場で展示する予定です。1 年後のウオーキング

会場で自分が作った作品を見ること、そして、笑顔で仲間と再会できることを目標に、苦しい治療を

乗り超え、生きる活力としてもらいたいと願っています。 

 
／以上 

▲2010 年の様子 


